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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

１． 技術解説資料の構成

第１部 GTFS配信方法ガイドライン
 GTFS-JPシリーズ標準に基づき作成されたデータを提供および利用する際に推奨する方

法を記載

第２部 GTFSデータ作成手引き
 GTFSデータを作成するにあたり検討、実施、留意すべき事項を時系列に沿って記載

第３部 GTFS拡張解説書（Pathways、Flex、Fares V2）
 GTFS Scheduleに追加した3つの拡張仕様の解説書
 各拡張の仕組み、データ設定例を図を交えて説明

第４部 GTFS・GBFS利活用事例集
 サイネージやウェブサイトでの乗客への案内、データ分析での利用例等を紹介
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

２． GTFS配信方法ガイドライン(抄）

（１） ラインセンス

 オープンデータとして提供する場合、データの相互運
用性や利用促進の観点からクリエイティブ・コモンズ・
ライセンスの表示4.0国際ライセンス（CC BY 4.0)を
推奨

 オープンデータとして提供する場合にデータをパブ
リックドメインとして提供する際はCC0 1.0を宣言す
ることも可能

 公共交通オープンデータ協議会が定める「公共交通
オープンデータ基本ライセンス」（ODPT基本ライセン
ス）を利用することも可能。

（２） GTFS用オープンデータ配信サービス

 GTFSデータリポジトリ、公共交通オープンデータセン
ターを通じて配信することを推奨

 交通事業者・自治体等のウェブサイトやオープンデータ
カタログから配信する際には、オープンデータ配信
サービスへのリンク・リダイレクト等により、掲載内容を
一本化することを推奨

GTFS用オープンデータ配信サービスのメリット
 データ配信サイトへ記載すべき内容が網羅されている
 固定URLにより、時系列（当日・予定・過去）のGTFS Scheduleを配信

することで、Google等の経路検索サービスやサイネージ等と自動連係で
きる

 全国的な配信サービスに掲載されることで、データの認知度が向上し、
データ活用の可能性が高まる。

 GTFS-JPシリーズ標準に基づき作成されたデータを
提供および利用する際に推奨する方法を記載
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

２． GTFS配信方法ガイドライン（抄）

（３） データ配信サイトへ記載するメタ情報（データ概要）

 下記等の内容を記載することを推奨

（4） 時系列のGTFS Scheduleデータの配信

 予定版はダイヤ改正等の２週間前までに提供・公開する
ことを推奨
 経路検索サービスがダイヤ改正までにデータを取り込める

 現行版をバスロケシステム等において定期的に自動生成
する場合は、日本時間の午前２時更新することを推奨
 情報提供サービス等への反映が始発までに行われやすく

なる

 更新データを作成・公開した場合、過去データも引き続
き公開したままとし、利用者がダウンロードできるように
しておくことを推奨
 交通サービスの変遷が分かる

 固定URLにより時系列データを配信することを推奨
 経路検索サービスやデジタルサイネージ等から、自動的に

必要なデータ取得ができる
 GTFS Realtimeを配信している場合に、GTFS 

Scheduleのフィードバージョンと齟齬がおきない

備考項目対象

事業者名全般

Webフォーム、メールアドレス等問い合わせ先

ライセンス

フィード名GTFS 
Schedule

現行版、予定版、過去版等の区別が付くよう

にする

GTFS Schedule URL

feed_info.txtのstart_dateとend_date有効期間

公開日時

ダイヤ改正の概要、修正点等更新内容

TripUpdate, VehiclePosition, Alert等対応フィードエン

ティティ

GTFS 
Realtime

GTFS Realtime URL
TripUpdate, VehiclePositionの更新間隔更新間隔
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

２． GTFS配信方法ガイドライン（抄）

（５） データ利用におけるルール

 ライセンスを遵守すること
 利用規約に違反するデータ利用は契約違反や著作権侵

害などの法的責任を負う可能性がある

 有効なGTFS Scheduleデータを利用すること
 古い情報に基づく誤った案内を行わないため、サービス

提供時点において有効なGTFS Scheduleデータを利
用する

 定期的にGTFS Scheduleデータの更新を確認する（１
日１回程度の確認が望ましい）

 当該日に有効なGTFS Scheduleデータを利用してい
ない場合は、データ更新が未対応な旨を表示する

 不特定多数向けの情報提供サービスを開発する際は、
各エンドユーザーの端末からデータ配信元に直接
GTFSデータを取りにいくのではなく、サービス提供
者が構築した中間サーバを介してエンドユーザーに
データ配信することが望ましい
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（１） GTFSデータ作成対象の検討

 通常は交通事業者又は自治体が運行主体となってい
る全路線を対象

 バスの場合、一般路線のみを対象とし、高速バス、受託
運行バスは対象にしない場合、これらの路線を別々の
GTFSデータとして作成する場合もある

 バスロケーションシステムを導入している場合、GTFS 
Realtimeデータも作成するか検討

 GTFSデータを作成するにあたり検討、実施、留意す
べき事項を時系列に沿って記載

（２） コミュニティバスの場合の運行事業者と自治体の調整

 自治体等がコミュニティバスの運行をバス・タクシー事
業者に委託している場合には、GTFS Schedule
データをどちらが作成するか調整

 バス事業者が自社路線のGTFS Scheduleデータを
作成しており、その中に受託運行している路線が含ま
れている場合があり、重複してデータが作成されない
よう留意
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（３） データ提供先の検討

 オープンデータとしての公開
 幅広いサービスでのデータ利用
 データ利用者との連絡や利用承認の手続きが容易

 Google乗換案内への提供

 国内の主要な経路検索サービス事業者への提供
 現在、GTFSデータ以外の方法でデータ提供している場合、

情報提供が円滑になる

（4） GTFS Scheduleデータ作成方法の検討

 次の３つの作成方法が一般的
• ダイヤ編成システム、バスロケシステム等からの出力
• データ作成代行業者への委託
• 無償ツールを用いた自力作成

 判断材料となる条件
• ダイヤ編成システム、バスロケシステムの導入
• 運行する交通サービスの規模（路線数など）
• GTFSデータ作成を担当する人員の確保の可否

GTFS Scheduleデータ作成方法検討フローチャート
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（５） GTFS Scheduleデータ作成時の留意点

 ダイヤ編成システム、バスロケシステム等から出力する場
合の留意点
• GTFSデータ出力可能なシステムでは対応項目には

違いがある
• 特に次の項目をシステムが扱っているか要確認

 運賃、バス停緯度・経度、読み仮名、運行日
• GTFS Realtimeも作成する場合、GTFS 

ScheduleデータとのIDの整合がとれるか要確認

 データ作成を外部委託する場合の留意点
• 必要な項目が必要な精度で作成されるよう仕様書を

作成することが必要
• Google乗換案内等に利用するには、GTFS-JP第4

版の必須、推奨項目を含める

 無償のGTFSデータ作成ツールを用いて自社で作成する
場合の留意点
• 無償ツール（見える化共通入力フォーマット等）は

GTFS-JP第3版に対応しておりGoogle乗換案内
に掲載できるGTFSデータが作成可能

• ただし、GTFS-JP第４版で拡張されたPathwaｙｓ、
Ｆｌｅｘ、Fares V2には未対応

 GTFS Scheduleデータ作成ツール
• 見える化共通入力フォーマット

 エクセルシートに停留所、系統、運行日、時刻等の情報
を入力し、マクロでGTFSデータを出力

• 標準的なバス情報フォーマット作成ツール（西沢ツール）
• 標準的なフェリー・旅客船航路情報フォーマット作成ツール
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

 2025年度に開発したGTFS作成・編集ができるツール
• コミュニティバスキット

 小規模バス・コミュニティバス事業を対象にダイ
ヤ編成、運行実績管理、売上実績管理などバス事
業運営に必要な機能とGTFS Scheduleデータ
生成機能を提供するツール

 ウェブブラウザで動作するUIで直感的に操作
 中小バス事業者でも導入可能なOSSとして公開

される予定

• 公共交通計画策定支援ツール
 ブラウザ上でGTFS Scheduleデータやモビリ

ティ・データ（ICカードの乗降実績やOD輸送量）を可
視化・分析・シミュレーションが可能なシステム

 GTFS Scheduleデータ編集機能を持つ
• 停留所の追加、変更
• ルート内の停留所の追加、削除
• 有効期間、事業者情報、運行日の編集
• 編集した内容をGTFSデータとして出力
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（６） GTFS Scheduleデータに必要な情報の収集と作成

 データ作成に必要な情報と情報源

主な情報源主な情報ファイル（.txt）情報項目
・交通事業者、自治体の駅、

停留所港リスト

・停留所申請書類

・地理院地図等のウェブ地図

名称、座標stops駅・停留

所・港

・路線時刻表

・路線図

名称、系統番号、路線

色

routesルート

・路線時刻表便ごとの全駅・停留

所・港の発着時刻

trips
stop_times

時刻表

・路線時刻表

・運行計画概要書

運行曜日、運行・運休

日（祝日、お盆、年末

年始等の運行の有無を

含む）

calendar
calendar_dates

運行日

・運賃表

・対キロ運賃の場合は運賃三

角表

路線の運賃、駅・停留

所・港間の運賃

fare_attributes
fare_rules

運賃

・バスマップ、路線図

・地理院地図等のウェブ地図

路線形状の緯度・経度shapes描画情報

・交通事業者、自治体の駅、

停留所、港リスト

読み仮名、英語（外国

語表記）

translations翻訳情報

 各情報項目のデータを作成する際の留意点
 駅・停留所・港

• プラットフォーム・乗り場は実際に乗車（乗船）する位
置に設定

• バスの場合、標柱が片側のみ設置され反対側にも停
車する場合は反対側にも設定
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（６） GTFS Scheduleデータに必要な情報の収集と作成

 運賃
• 区界運賃の運賃表は全バス停間運賃表に変換する

 描画情報
• 描画情報（shapes.txt）を作成するツールとして「路

線情報（shapes.txt）作成ツール」がある

 翻訳情報
• 駅・停留所、ウェブサイトなどに英語表記がある場合

や車内アナウンスに英語がある場合は、それと同じ表
記とする

• ない場合は、原則、日本語の発音（読み仮名）をロー
マ字表記したものとする

• 読み上げソフトでの利用に配慮して、略語は使用しな
いようにする

 駅・停留所・港
• バス停の座標の取得は、ストリートビューで確認して

地理院地図等で取得する

 時刻表
• 全便の全駅・停留所・港の時刻表が必要

 運行日
• データセットの有効期間を更新するときは、祝日、お

盆、年末年始等の設定も忘れずに更新する
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（7） GTFS Realtimeデータを作成する場合の留意点

 必要な情報と情報源
• Realtimeの代表的なエンティティ（情報の種類）ごとの情報源（作

成方法）は以下に示す。
• なお、Alertの入力はGoogle乗換案内の管理画面上で可能だが、

Google向けにしか適用できず、Realtimeデータのダウンロード
や他サービスへの配信はできないことに留意する。

主な情報源（作成方法）フィードエンティティ

・バスロケーションシステムTripUpdate
・バスロケーションシステムVehiclePosition
・バスロケーションシステムの運行情報欄
・Alert入力ツール
・Google乗換案内 ※Google向けにしか適用
できない

Alert

 バスロケーションシステムの導入・改修の発注における留
意点

 日本標準仕様への準拠と対応フィードエンティティの明確化
• GTFS Realtime 日本標準仕様書で規定されているよう

に、日本標準仕様への準拠と対応フィードエンティティを要
件として記載することが望ましい。

 TripUpdateとVehiclePositionの両方を提供することが望ま
しい

 Alertの提供
• 運行情報（運行トラブルや運休等の予告情報）を扱うシステ

ムを利用する場合は、Alertの提供を要件とすることが望ま
しい。

7. 本仕様への準拠方法

交通事業者や自治体等において、本仕様（GTFS Realtime日本標準仕様）に準

拠したバスロケーションシステム等の発注を行う際は、本仕様が定める主な

3種フィードエンティティ（TripUpdate、VehiclePosition、Alert）のどれに準

拠しているかを記載する必要がある。

例1「GTFS Realtime 日本標準仕様書 第4版 TripUpdate・VehiclePosition準
拠」

例2「GTFS Realtime 日本標準仕様書 第4版 Alert準拠」
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（8） 作成したデータの検証

 GTFSデータを作成したら、データを公開・提供する前に
必ずデータ検証する

 GTFS Scheduleデータの検証ツール
 Canonical GTFS Schedule Validator

• MobilityDataが公開している検証ツール
• 検証結果をエラー、警告、情報の３段階で表示
• 検証結果は英語で表示

 GTFSデータリポジトリのValidator
• 左のValidatorを日本語化したもの
• GTFSデータリポジトリにデータをアップロードする

と検証される
• 警告レベルの指摘について、無視してよい、やむを得

ない等の参考情報や修正方法を示す

 Google乗換案内のフィード検証レポート
• Google乗換案内の管理画面でGTFSデータをアッ

プロードすると見られる検証結果
• MobilityDataの検証ツールにGoogle乗換案内独

自の基準を加えて検証される
 GTFS運行日チェッカー

• calendar.txtとcalendar_dates.txtで設定され
た運行日に特化した検証ツール

• service_id（運行日ID）ごとに、カレンダー形式で運
行日・運休日が表示される
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（8） 作成したデータの検証

 GTFS shapes.txtチェッカー
• shapes.txtに特化した検証ツール
• shapes.txtで設定した経路に沿って、マップ上にバ

ス等のアイコンが走ることで確認する
• ループ状の経路の右回り・左回りや座標の並び順に

間違いがないかを視覚的にチェックできる

 GTFS Realtime Validator
• MobilityDataが公開しているGTFS Realtime

用のデータ検証ツール
• Webサービスとしての使い方と、プログラムに組み

込むライブラリとしての使い方がある。
• 検証結果は、エラー（Error）、警告（Warning）の２

段階で表示される
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

３． GTFSデータ作成手引き(抄）

（９） データの乗換検索サービス事業者への提供

 標準的なバス情報フォーマット広め隊が公開している
データ提供マニュアルを参照

（10） データ更新

 ダイヤ改正時のデータ更新
• 少しでもデータの内容に変更があるときはデータ

を更新
• 経路検索サービス等への反映が改正日に間に合う

よう更新
• ID（stop_id、route_id）は変えない
• 更新データ公開と合わせて、ダイヤ改正日、データ

変更内容を公開

 担当引継ぎ
• 担当者が変わる場合は、「GTFSデータをオープン

データとして配信している」、「GTFSデータを経路
検索サービス事業者に提供している」、「ダイヤ改
正等の何らかの変更があればGTFSデータの更新
が必要」ということを必ず引き継ぐ

出典：標準的なバス情報フォーマット広め隊「標準的なバス情報フォーマットコンテンツ
プロバイダへのデータ提供マニュアル 初回登録編」
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

1．技術解説資料の構成

２．GTFS配信方法ガイドライン

３. GTFSデータ作成手引き

４. GTFS拡張解説書（Pathways、Flex、Fares V2）

５．GTFS・GBFS利活用事例集
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

 拡張仕様のファイル、フィールドは、１つのデータセット
の中で従来のGTFS Schedule仕様に含まれるファ
イルやフィールドに追加して用いる

 ３つの拡張仕様は独立しており、必要な拡張仕様だけ
を追加したデータセットを作成することができる

 本解説書では、ファイル、フィールドの説明と設定例を
記載

 GTFS-JP Schedule日本標準仕様に追加した
GTFSの3つの拡張であるPathways拡張、Flex拡
張、Fares V2拡張の説明書
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（１） Pathways拡張

 Pathways拡張は駅（屋内バスターミナル、旅客船
ターミナルを含む）の構内通路を表現する

 階段、エレベーター等の通路の種類、長さ、勾配、最小
幅、掲示されている案内表示等の属性データを設定す
ることで、乗客に車いすルートや案内表示を示すこと
ができる

 カナダのエドモントン市では、GTFSデータに
Pathwaysデータを含めており、Googleマップで車
椅子対応モードで検索すると、階段のないルートが表
示される。

 また、Pathwaysデータに含まれる、通路に掲示され
ている案内表示により歩行ルートが案内される。
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（１） Pathways拡張

 階段、エスカレータ、エレベーターがある構内通路の設
定例

構内通路モデル

stop
_access

platform
_code

level_idparent
_station

location
_type

stop_lonstop_latstop_namestop_id

1……○○駅15
011150……○○駅15_1

2152……○○駅北口15_2
315315_3
315315_4

reversed_
signposte
d_as

signpost
ed_as

min
_width

max
_slope

stair
_count

traversal
time

lengthis
_bidire
ctional

path
way
_mode

to
_stop_id

from
_stop_id

path
way
_id

北口改札口601215_415_215_1
180415_415_215_2
201515_415_215_3

出口のりば201615_315_415_4
１番線改札口501215_315_115_5

150415_315_115_6
201515_315_115_7

level_namelevel_indexlevel_id
ホーム階11
地平階02
改札階23

stops.txt

pathways.txt

levels.txt
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（2） Flex拡張

 GTFS-Flex及びGTFS-Ondemandの技術実証プ
ロジェクト

 定時定路線交通とオンデマンドバスにまたがった乗換
検索と、検索結果から直接オンデマンドバスの配車予
約ができるシステムを開発

 札幌市においてオンデマンドバスを実際に走行させた
実証実験を実施

 利用者が直感的にアプリを使用できるよう、商用利用
されているサービスを基にすることで分かりやすさと
操作しやすさを重視したUI/UXを設計
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（2） Flex拡張

 公共交通オープンデータセンター（ODPT）における
GTFS Flexデータ及び需要情報の提供

 GTFS-Flexを含むデマンド交通のデータを、初めて
「公共交通オープンデータチャレンジ2025～
powered by Project LINKS～」において公開

 ９市町村１０オンデマンド型交通機関のGTFS-Flex
データと需要情報（利用実績データ）をコンテスト期間
限定で公開。

オンデマンド交通名市町村
デマンド乗合交通「のりのり交通」和歌山県紀の川市
松井田町エリア「AI新交通」（実証実験）群馬県安中市
デマンド型乗合タクシー「愛タク」群馬県富岡市
AIデマンドバス「ベジバス」群馬県昭和村
デマンドタクシー「たまGO」群馬県玉村町
オンデマンド型交通「イータク」福井県坂井市
デマンド交通「のらっさ」青森県平川市
デマンドタクシー「ふれAI号」長野県白馬村
デマンド型交通「かわまる」埼玉県川越市
「白馬ナイトデマンドタクシー」【サービ

ス終了】

長野県白馬村

 需要情報には、個々の移動（トリップ）における、路線・
乗車場所・降車場所・乗車日・乗車時刻・降車時刻の情
報が含まれる。

玉村町のGTFS-Flexデータと需要情報で作成した指定バス停、ODマップ
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（2） Flex拡張

 デマンドバスや乗合タクシーのようなデマンド型交通
を表現する

 乗り場の条件
 地域内に固定の乗降ポイントがある（乗降場グループ）
 地域内の任意の地点で乗降できる（乗降エリア）

 運行時間の条件
 一定の運行時間の中で利用が可能なもの
 出発時刻（概略を含む）が定まっている路線は表現で

きない
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（2） Flex拡張

 Flexの仕組み

 乗降場グループ
 location_groups.txt、location_group_stops.txtで設定
 乗り場はstops.txtで設定

location_group_namelocation_group_id
○○地区LG1

location_groups.txt

location_typestop_lonstop_latstop_namestop_id
0……北農業倉庫1
0……郵便局2
0……集会所3

……………

stops.txt

stop_idlocation_group_id
1LG1
2LG1
3LG1

……

location_group_stops.txt
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（2） Flex拡張

 乗降エリア
 locations.geojsonで設定

 予約ルール
 予約を受け付ける時期を設定
 その他、予約電話番号、予約ウェブサイトのURL等を設定
 予約受付時期は３タイプ

• リアルタイム予約
• 当日の発車の一定時間前まで予約可能
• 乗車前日以前の所定の日まで予約可能

 それぞれについて、予約開始日・時刻、予約終了日・時刻等を設定する
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（2） Flex拡張

 運行時間
 stop_times.txtで設定
 乗降場グループ内、乗降エリア内の区間での利用も表現可能
 予約ルールのIDを設定して、予約ルールを表現可能

end_pickup_drop
_off_window

start_pickup_drop
_off_window

drop_off
_type

pickup
_type

stop
_sequence

location_idlocation
_group_id

stop_idtrip_id

17:00:009:00:00121LA1t01_1
17:00:009:00:00212LG1t01_1

stop_times.txt   乗降エリアから乗降場グループへの便

end_pickup_drop
_off_window

start_pickup_drop
_off_window

drop_off
_type

pickup
_type

stop
_sequence

location_idlocation
_group_id

stop_idtrip_id

17:00:009:00:00121LA1t02_1
17:00:009:00:00222LA1t02_1
17:00:009:00:00213LG1t02_1
17:00:009:00:00121LG1t02_2
17:00:009:00:00222LA1t02_2
17:00:009:00:00213LA1t02_2

stop_times.txt   乗降エリアから乗降場グループへの便で乗降エリア内の区間での利用もできるもの
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（３） Fares V2拡張

 アメリカ・ポートランド市のGTFSデータにはFares 
V2がふくまれている。経路検索アプリのTransitでは
Fares V2に含まれる非接触カード運賃を検索結果に
表示している。

大人正規
運賃

目的地未定の
場合の幅を
持った運賃

乗継無料
運賃

 Fares V2データが普及すると、子ども運賃やIC運賃、
乗継割引運賃等が表示されるようになると期待される

大人運賃
子ども運賃
シニア運賃
IC運賃

乗継割引
運賃
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（３） Fares V2拡張

 Fares V2の仕組み 従来のGTFSの運賃を表現するファイル(Fares V1) 
[fare_attributes.txt、fare_rules.txt]では１つの
区間に１種類の運賃しか表現できなかったが、複数の
運賃を表現する
また、乗換がある場合の運賃を表現する

 運賃の種類の拡張
 乗客カテゴリ別運賃

• 大人運賃、こども運賃、障がい者運賃など
 運賃メディア別運賃

• 紙の乗車券、ICカード、cEMV（非接触型クレジッ
トカード）、モバイルアプリ等のメディア別運賃

 時間枠別運賃
• オフピーク運賃、休日運賃等の時間や日付によっ

て異なる運賃

 乗換を含む区間の運賃設定方法の拡張
 乗換前後の区間を結合した区間の運賃の適用
 乗継割引等の特殊な運賃の適用
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（３） Fares V2拡張

 乗客カテゴリ（rider_category)
 カテゴリは任意に設定可能

 運賃メディア(fare_media)
 メディアの種類は５つに固定

• 乗務員に現金払い等で運賃メディアが関与しない
• 物理的な紙のチケット
• チケット、パスまたは金銭的価値が保存されている交

通カード。磁気カード、ICカード
• アカウントベースでオンライン決済するcEMV（非接

触型クレジットカード決済）
• 交通カード、チケット、パス、プリペイド等の機能を持

つモバイルアプリ

 運賃商品(fare_products)
 出発地と到着地の組（区間）に対して１つの運賃商品を適

用して、その区間の運賃が分かるようにする
 乗客カテゴリ別、運賃メディア別に金額のバリエーション

を持つ

 時間枠(timeframes)
 任意に時間（開始時刻、終了時刻）、日付を設定できる。

 発着エリア（areas)
 出発地と到着地を設定する単位となるエリア
 １つまたは複数の駅・停留所・港を含む
 Fares V1のzone_idに相当

 ルートネットワーク(networks)
 １つまたは複数のルート（route)をグルーピングしたも

ので、運賃区間の指定に用いる
 Fares V1ではルートで運賃区間を指定する場合は、直

接、ルート（route_id）を設定するが、Fares V2はルー
トネットワーク（network_id）で設定する
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（３） Fares V2拡張

 運賃区間と運賃商品の対応付け
 fare_leg_rules.txtで対応付ける

 次のフィールドを組み合わせて運賃区間を指定し、それに
１つの運賃商品を対応付ける
• ルートネットワーク
• 出発地の発着エリア
• 到着地の発着エリア
• 出発時刻の時間枠（出発時刻が時間枠に含まれるこ

とを意味する）
• 到着時刻の時間枠（到着時刻が時間枠に含まれるこ

とを意味する）

 すべてのフィールドを設定する必要はない
ルート内で全日均一運賃であれば、ルートネットワークだ
け設定すればよい

 乗換に伴う運賃区間の結合
 Fares V1では乗換がある場合の運賃は、乗換前後の

運賃の和とするのが原則であるが、Fares V2では乗
換前後の区間を結合して運賃区間とすることが可能

 fare_leg_join_rules.txtで設定する

to_stop_idfrom_stop_idto_network_idfrom_network_id
nw1nw1

fare_leg_join_rules.txt
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

４． GTFS拡張仕様解説書(抄）

（３） Fares V2拡張

 乗換に伴う特例運賃
 fare_transfer_rules.txtで設定する
 乗換に伴う特例運賃を次の３パターンのうちから設定する

• 乗換前の運賃区間の運賃＋乗換運賃（A＋AB）
• 乗換前の運賃区間の運賃＋乗換運賃＋乗換後の運賃

区間の運賃（A＋AB＋B）
• 乗換運賃のみ（AB）

 乗換運賃はfare_transfer_rules.txtで設定する
fare_transfer_type=1で乗換運賃に負の金額を設定す
ると乗継割引きを表現できる
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

1．技術解説資料の構成

２．GTFS配信方法ガイドライン

３. GTFSデータ作成手引き
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５．GTFS・GBFS利活用事例集
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GTFS-JPシリーズ 技術解説資料の概要

５． GTFS・GBFS利活用事例集

 次のジャンルの事例を収集予定

 データ利用ツール

 データを利用したサービス提供アプリケーション

 データを利用したウェブ等のサービス

 データ分析事例
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